


図①　横向きの板壁 図②　縦向きの板壁

図③　瓦棒葺 図④　切妻

図⑤　入母屋 図⑥　寄棟

いては、金属葺から瓦・瓦棒葺（金属葺の一種・図③）へと変

化していったようにも見えますが、寺院・神社が金属葺であ

るため、用途による違いというべきかもしれません。屋根形状
については切妻（図④）が全ての時代でよく採用されています

が、戦前中までは入母屋（図⑤）も見られます。戦後になってか

ら寄棟（図⑥）が多くなります。また陸屋根は団地などで見ら

れる平らな屋根のことです。窓や玄関といった開口部は、大き
くは木製から金属製へと変化していますが、当初木製だった

ものがアルミサッシなどに改修されている例が多く分析には

注意が必要です。

　今回の調査では現状の記録を行ったため、建てられた当初

の状況ではなく建造物の使われ方や修繕の傾向が見えてきま

した。また水路や昔からの道沿いにあった農村集落が、住宅地

へと変化していく過程では国立駅に近い所から開発が進む一

方で、駅から離れた場所でバラバラに開発が行われた様子分

かってきました。今後は１次調査の結果をふまえて、個別の建

造物に対する調査も検討しています。

　最後になりましたが、今回の調査では建造物のご所有者様
を中心に大変多くの方にご協力を頂きました。本当にありが
とうございました。

（文：中野　純　調査：有限会社アルケーリサーチ）

　これまでの国分寺市内の建造物の調査は、網羅的ではなく対象を絞った調査として行ってきたため、たとえば沖本家住

宅（１頁）は把握できていませんでした。そのため市内全域での把握のための調査が必要であることが明らかになり、実施す

ることとしました。対象は昭和 39 年（1964）を基準年として、それ以前に建てられた建造物としました。基準年の設定にあ

たっては国の有形文化財（建造物）は登録要件として建築から 50 年を経過していることが挙げていること、更に国分寺にお

ける市制施行の年であり、前回の東京オリンピックの開催年でもあることから昭和 39 年としました。

　令和元年度には基礎調査として、地図・航空写真などから基準年以前に建てられた建物がどの程度残っているのかとい
う調査を行ったところ、対象は 3930 件であることが分かり、市全域に散在していることも分かりました。

　令和２年度からは１次調査として市域を３分割した西部で実施しました。調査は現地へ出向き、可能であればお住まいの
方にお話を伺うという計画でしたが、新型コロナウイルスの蔓延により何度も緊急事態宣言が発令され、計画通りの調査を

行うことはできませんでした。そのなかで出来る限りの記録をとるという方針で調査を行った結果が今回の報告となりま

す。なお聞き取りにご協力いただいた中では、「この家で前回の東京オリンピックを見た」といった家の建てられた時期とそ

の思い出を結ぶお話を伺うことができました。

　今回の調査で基準年以前に建てられたと判断できた建造物は 308 件でした。正確な年代を確定できていないものが多く

あるため、統計的な整理は難しいのですが、おおよそ把握できたものについて６つの時代区分で整理しました。また建造物

の特徴は、用途、和風か洋風か、構造に加えて、壁材、屋根葺き材と形状、窓などの開口部の素材について調査し、上位２つを

その時代の特徴として記載しました。「対象・詳細不明」は基準年より前ではあることは確認できている建造物です。このグ

ループの特徴は「市制前」と同じ傾向があることから、多くの建造物が年代も「市制前」と同じ時期である可能性が高いと考

えられます。

　右側３ページの地図では○は個人住宅、□は集合住宅と店舗・事務所と併設した住宅、△はその他（倉・寺院・神社・事務所）

として、時代を色分けで示しています。個人住宅が多い地域であり、その中に少しだけ他の用途の建造物が入っていること

が分かります。

　表のとおり個人住宅が多く、全ての年代を通じて和風の木造建造物が主体となっています。変化があるのは壁材・屋根材・

屋根形状・開口部です。壁材は上部が漆喰などの塗壁で下部が板壁という作り方が多く見られ、そのうち板壁は横向き（図
①）から縦向き（図②）、へという変化が見て取れます。そののちに塗壁がモルタルへと置き換わっていきました。屋根材につ
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近代和風建築等総合調査事業（西部）



江戸 　　  
明治
大正・昭和戦前
戦中
戦後初期
市制前 
詳細不明

分水 ( 市内のみ )

～ 1868
～ 1911
～ 1930
～ 1945
～ 1955
～ 1964（S39）
～ 1964（S39）

個人宅
集合住宅
倉・神社・寺院など

【 凡 例 】

国立駅中央線
至  立川

至 西国分寺

国立市

立川市

府中市

時代 用途 和/洋 構造 壁材 屋根材 屋根形状 開口部
江戸
（～1868）

寺院・神社 和 木造 塗壁・板 金属葺 木※特徴なし

明治
（～1911）

神社・倉 和 木造 金属葺 切妻 木

大正・昭和戦前
（～1930）

神社・個人住宅 和 木造 トタン 金属葺・瓦 切妻・入母屋 木・金

板（横）

戦中
（～1945）

個人住宅 和 木造 塗壁・板（横） 瓦・金属葺 切妻・入母屋 木・金

戦後初期
（～1955）

個人住宅 和・複合 木造 板（縦）・塗壁・モルタル 瓦・金属葺 切妻 木・金

市制前
（～1964）

個人住宅・事務所 和・複合 木造・RC造 塗壁・モルタル・板（縦） 瓦・金属葺
切妻・（寄棟
・入母屋・陸屋根）

金・木

対象・詳細不明
（～1964）

個人住宅・倉庫 和・複合 木造・RC造 塗壁・板（縦）・モルタル 瓦・瓦棒葺
切妻・（寄棟
・入母屋・陸屋根）

金・木
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